
福島第一原子力発電所での事故を踏まえた泊発電所の対策状況 

１．これまでに実施した対策 

 
 
(1) 中央制御室の作業環境の確保 

全交流電源喪失時においても移動発電機車から中央制御室空調設備へ給電して、中央制

御室内の放射性物質を除去できるよう運転手順を整備しました。 
 
(2) 緊急時における発電所構内通信手段等の確保 

移動発電機車及び小型発電機から構内 PHS電源装置への給電対策を実施しました。又、

有線仮設電話、トランシーバ、衛星電話等を配備しました。 
 
(3) 高線量対応防護服等の資機材の確保 

及び放射線管理のための体制の整備 

z 事故時における高線量区域での作業のため高線量対 
応防護服を配備しました。 

z 高線量対応防護服、個人線量計等の資機材を原子力 
事業者間で融通する仕組みを整備しました。 

z 放射線管理要員以外の要員が放射線管理要員を応援 
する体制を整備しました。 

 
(4) 水素爆発防止対策 

原子炉格納容器からアニュラスに漏えいした 
水素を外部に放出する手順を整備しました。 

 
 
 
 
 
(5) がれき撤去用の重機の配備 

構内道路等に散乱するがれきを撤去するため、 
重機（ホイールローダ）を高台に配備しました。 

 

 
(1) 緊急時対応のための機器及び設備の点検 

緊急時に必要な機器及び設備の点検を行い、異常がないことを確認しました。 
 
(2) 全交流電源喪失時の運転操作手順の充実・訓練の実施 

緊急時の原子炉及び使用済燃料を冷却するための手順を整備し訓練を実施しました。 
 
(3) 代替給電 

電源を喪失した場合でも必要な設備 
に電源を供給できるよう、移動発電機 
車を高台に配備しました。 
（3,200kW×1台、500kW×1台） 

 
(4) 蒸気発生器への代替給水 

海水ポンプの機能を喪失した場合で 
もタービン動補助給水ポンプの水源に 
冷却水を供給できるよう、仮設ポンプ 
及びホースを配備しました。 

 
(5) 使用済燃料ピットへの代替給水 

海水ポンプの機能を喪失した場合で 
も使用済燃料ピットに冷却水を供給で 
きるよう、仮設ポンプ及びホースを配 
備しました。又、既に配備済の消防車 
を活用して、同ピットへ水補給するこ 
とも可能です。 

 
(6) 安全上重要な機器を設置しているエリアの水密性向上対策 

タービン動補助給水ポンプ等の蒸気発生器を介した原子炉の冷却に必要な機器が設置

されているエリアの水密性を向上するため、扉の隙間にゴムパッキン施工等の対策を実施

しました。 
 

参考資料（１／２）
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２．今回実施を決定した対策および中長期対策等の実施状況 

 
 
 

参考資料（２／２）

① 敷地海岸部への防潮堤の設置 

高さ海抜 15m以上の防潮堤を敷地海岸部

の全長約 1.7kmにわたり設置する。 
（平成 26年度を目途）

⑨ 海水ポンプ電動機予備機の確保 

海水ポンプ電動機の予備機を確保する。

（平成 24年度上期を目途）

 

⑩ 代替海水取水ポンプの確保 

代替海水取水ポンプを確保する。 
（平成 24年度上期を目途）

② 発電所後背地高台への新規貯水設備の設置

12,000m3程度の淡水を貯蔵することができる新

規貯水設備を発電所後背地の高台に設置する 
（平成 26年度を目途）

⑤ 電気設備の浸水対策 

1,2号機予備変圧器および 66kV開閉所を

高台へ移設する。また、3号機の「非常用

所内高圧母線」へ供給している電力を、

1,2号機の「非常用所内高圧母線」へ給電

するための新たなケーブルを施設する。 
（平成 27年度上期を目途）

④ 移動発電機車の追加配備 

移動発電機車を追加配備する。 
（「平成 24年度下期を目途」から 
「平成 24年度上期を目途」に前倒し）

⑧ 安全上重要な設備が設置されたエリ

アの浸水対策 

水密性の高い扉への改造、建屋出入口周

辺の防潮壁などによる浸水対策の強化に

ついて検討し、対策を実施する。 
（平成 25年度を目途）

1～3 号機出入管理建屋の浸水対策を実施

済み。（平成 23年 10月）

⑥ 非常用発電機の配備 

非常用発電機を高台に配備する。 
（詳細検討中）

③ 支持がいしの耐震対策 

泊発電所につながる送電線のうち「支持

がいし」が設置された鉄塔 4基について、

耐震対策を対応済み。（平成 23年 9月）

⑪ 発電所外部からの電力供給信頼向上 

3号機にも 66kV送電線を接続する。 
（平成 27年度上期を目途）

⑦ 水素爆発防止対策 

原子炉格納容器内に触媒式水素再結合装

置などを設置する。 
（平成 25年度を目途）
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